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規程 001 号 
2020(令和 2)年 3 ⽉ 31 ⽇制定 

 
資⽣堂美容技術専⾨学校 AO ⼊学試験実施運営規程 

 
 
（⽬的及び趣旨） 
第１条 この規程は、学校法⼈資⽣堂学園が設置する資⽣堂美容技術専⾨学校（以下「本校」

という）が実施する AO（アドミッションオフィス）⼊学者試験（以下「AO ⼊試」とい
う。）に関して、公平性及び適切性を担保するために「AO（アドミッションオフィス）⼊
学試験実施運営規程」（以下「当規程」という。）を定める。 

2 当規程により AO ⼊試制度及び運営並びに合否判定⽅針を定めることにより、⼊学者選
抜の円滑な実施及び合否判定の適切性を図るとともに、本校への⼊学志願者に対し公平
性を期し、総合的に AO ⼊試に関する理解を促すためのものである。 

 
（AO ⼊試） 
第２条 AO ⼊試とは、本校への⼊学意志が強固である者に対し、以下の各号に基づいた評

価判定の視点をもって選抜を⾏うものとする。 
（1）第 4 条に定めるアドミッションポリシー（求める学⽣像）と照らして、体現できう

る⼈物であることを確認すること 
 （2）学業の評定では計り知れない学業以外の活動⾯にも着⽬し、その成果や実績等を評

価判定の対象とすること 
2 前項に関する評価及び判定の⽅法は、⾯接（集団⾯接を含む）評価、適性検査のほか、

当校が定める適切な⽅法によるものとし、募集要項においてあらかじめ告知するもの
とする。 

3 第 1 項に定める評価判定の視点は、志願者の主体性、考え抜く⼒、意欲、潜在的な可能
性等に重きを置くものとする。 

4 評価の視点による判定は、第 2 項に定めた評価及び判定の⽅法における⾯接評価を主と
し、その他適性検査等の筆記試験及び出願書類をもって総合的に判定する。 

 
（事前⾯談） 
第 3 条 当校の AO ⼊試を受験しようとする者は、AO ⼊試実施⽇前に⾏われる「事前⾯

談」を、あらかじめ受けなければならない。 
2 事前⾯談は事前申し込み制であり、実施⽇については、毎年度「募集要項」において 
 告知する。 
（アドミッションポリシー（求める学⽣像）） 



 

2 
 

Internal 

第 4 条 ＡＯ⼊試における本校のアドミッションポリシーは次のとおりとする。 
1.美容に対する学習意欲が⾼い⼈ 

1） 将来の⽬標が明確である 
2）「美しいもの」への、⾼い関⼼がある 
3）向上⼼が⾼く、ひたむきに努⼒することができる 
4）最後まで成し遂げることのできる「あきらめない⼼」をもっている 
 

2.思いやりの⼼をもった⼈ 
1） 素直、誠実、謙虚である 
2）前向きで、明るく朗らかである 
3）⼈の喜びに共感できる 
 

（出願資格） 
第５条 出願（受験）資格については、本校学則に定める⼊学資格に基づき、出願時の時点

で以下の各号の⼀に該当しなければならない。 
（１）⾼等学校または中等教育学校を卒業⾒込みの者あるいは卒業した者、若しくは通常の

課程による 12 年の学校教育を修了⾒込みの者あるいは修了した者 
（２）外国において、学校教育法における 12 年の課程を修了⾒込みの者あるいは修了した

者⼜はこれに準ずる者で⽂部科学⼤⾂の指定した者 
（３）⽂部科学⼤⾂が⾼等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教

育施設の当該課程を修了⾒込みの者あるいは修了した者 
（４）⽂部科学⼤⾂が指定した者 
（５）⼤学⼊学資格検定規程（昭和 26 年⽂部省令第 13 号）により⽂部科学⼤⾂の⾏う⼤

学⼊学資格検定に合格した者 
（６）⾼等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年⽂部科学省令第 1 号）により⽂部科学⼤

⾂の⾏う⾼等学校卒業認定試験に合格⾒込みの者もしくは合格した者 
（７）修業年限が 3 年の専修学校の⾼等課程を修了⾒込みの者あるいは修了した者 
（８）その他本校において、個別の⼊学資格審査により⾼等学校を卒業した者に準ずる学⼒ 

があると認められた者で 18 歳に達した者 
2 前項の出願資格のほか、出願（受験）条件については別途定めることとし、募集要項等

によって告知するものとする。 
 
（合格及び⼊学⼿続等） 
第 6 条 出願にあたっては専願制とし、当 AO ⼊試に合格した場合には、所定の期⽇まで

に⼊学⼿続きを完了しなければならない。 
2 合格通知は、⽂書をもって⾏うこととする。 
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（⼊学前教育） 
第 7 条 ⼊学⼿続きを完了し⼊学許可証の交付を受けた者に対し、⼊学まで本校が課す課

題を所定の期⽇までに完了し、本校に提出しなければならない。 
 
(略) 
 
附則 
この規程は、2020(令和 2)年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
 
 
 


